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図 1 A 大学社会福祉学科の相談援助実習（実習前・後指導
も含む）の流れ
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表 4 2年間のデータにみる実習生と実習指導者による評価差の現状
【フィールド・ソーシャルワーク】




















































































〈参考〉平均値及び標準偏差の上段は実習生、下段は実習指導者の数値 ＋p＜.10, *** p＜.001





















R（58） F（35） R（58） F（35）
1．利用者やその関係者、施設・事業者・機関・団体等の職員、地域住民やボランティア等とのコミュニケーションや関係の形成
1 2 対象（利用者、グループ、地域住民等）と円滑な人間関係を形成した
2 1 2 2 2 本人・家族等との面接の進め方や必要となるコミュニケーション技術等を理解した
2．利用者理解とそのニーズの把握及び支援計画の作成
3 5 3 15 8 利用者の実態を統計的（入退所の動向、利用動向等の年間統計）に理解した
4 2 1 1 利用者、グループ、地域等のアセスメントの方法を理解した
5 2 4 1 5 個別支援計画等、様々な計画の策定方法（プランニングまでを主として）を理解した
3．社会福祉士としての職業倫理、組織の一員としての役割の理解






11 1 1 関連する機関・施設・病院及び専門職の役割・業務を理解した
5．施設・事業者・機関・団体等の経営やサービスの管理運営に関する理解
12 3 1 16 3 実習施設・機関・病院の概要（根拠法令、意思決定過程、予算・決算、事業計画、財源確保等）を理解した
6．実習先の地域社会への働きかけとしてのアウトリーチ、ネットワーキング、社会資源の活用・調整・開発に関する理解
13 4 17 4 実習施設・機関・病院のある地域の人口動態、生活状況、文化・産業等を理解した
14 4 12 4 実習施設・機関・病院のある地域の福祉課題、生活問題を理解した
15 2 9 1 実習施設・機関・病院のある地域の社会資源の種類や役割を理解した
16 1 3 2 実習施設・機関・病院が実施する行事の意義を理解した
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展望」駒澤大學文學部研究紀要 70 2012年 pp.137-167。
２）江原隆宜・村田泰弘「相談援助実習の「実習評価」に関す
る批判的考察－「実習評価」の目的、対象、主体・方法－」日



































学研究紀要 46 2001年 pp.39-52。
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西南女学院大学紀要 19 2015年 pp.89-96。
２９）前掲書 28）。
３０）前掲書 23）。
● ● ○ 相談援助実習評価の現状にみる効果的な実習教育に向けた課題－実習生と実習指導者との評価の相違点を中心に－
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